
恩 納 村 史

編 さ ん
だ よ り

9 3

精 米 所 が 建 ち 、  製 茶 工 場 、  簡 易

水 道 、  集 積 倉 庫 な ど 更 生 部 落 の め ざ ま

し い 躍 進 ぶ り は 驚 く ば か り 、

仲 よ い 共 同 作 業 で 今 年

第 一

期 陸 稲 も こ

れ こ の 通 り の 大 豊 作 」  と あ り 、  生 産 が 順 調 だ  っ  た こ と が う か が え ま す 。

 

　 戦 後 、  稲 の 増 産 を 図 る た め １ ９ ６ ４  （ 昭 和

3 9）  年 に は 国 か ら 水 田 高 度

利 用 三 毛 作 が 指 定 さ れ 、  １ ９ ８ ９  （ 平 成 元 ）  年 の 水 田 耕 地 整 備 事 業 も行 わ れ ま し た が 、  徐 々  に 稲 の 生 産 は 減 少 し 、  １ ９ ９ ６  （ 平 成 ８ ）  年 に は名 嘉 真 区 の 稲 作 は 消 滅 し ま し た 。
【 恩 納 】

　 恩 納 区 も 代 表 的 な 稲 作 地 域 の ひ と  つ  で し た 。　 昭 和 の 初 め 頃 ま で は 羽 地 黒 穂 、  名 護 赤 穂 が 年

に 一

度 栽 培 さ れ て

い ま し た 。  他 に も ち 米 と し て ア カ ム チ  ニ ー  （ 赤 餅 稲 ）  と い う 品 種 も 栽 培さ れ て い た そ う で す 。  や が て 恩 納 村 が 台 中

6 5号 の 栽 培 を 奨 励 す る と 、

収 穫 量 の 少 な い 羽 地 黒 穂 、  名 護 赤 穂 は 次 第 に 減  っ  て  い き ま し た 。　 １ ９ ３ ４  （ 昭 和 ９ ）  年 に  は 、  大 城 保 助 氏 が 所 有 す る 水 田 が 献 穀 田

※ 1

に

指 定 さ れ 、  献 穀 田 御 田 植 式 が 行 わ れ ま し た 。　 し か し 恩 納 区 の 稲 作 も 戦 後 に な る と 、  土 地

改 良 や 栽 培 作 物 の 多 様

化 に よ り 姿 を 消 し て  い き ま し た 。
【 真 栄 田 】

　  『 真 栄 田 誌 』  に よ る と 、  真 栄 田 区 の 稲 作 は明 治 か ら 昭 和 の 初 め ご ろ ま で 行 わ れ て い たよ う で す 。  １ ９ ４ １  （ 昭 和

1 6）  年 、  親 田 原 土 地

区 画 整 理 事 業 に  よ  っ  て 水 の 管 理 性 が 向 上 し たこ と か ら 、  真 栄 田 区 の 稲 の 生 産 量 は 増 え 、動 力 式 精 米 機 も 導 入 さ れ ま し た 。  精 米 の 手

１ ９ ３ ０  （ 昭 和 ５ ）  年 に は 、  恩 納 村 が 県 外 種 で あ る 台 中

6 5号 を 導 入 し た

こ と で 二 期 作 が 可 能 に な り 、  生 産 量 が 増 加 し ま し た 。  時 代 は 不 明 で すが 、  『 恩 納 村 誌 』  に は 安 富 祖 集 落 の 西 側 に は 個 人 が 持 つ 高 倉 が ９ 軒 ほ ど立 ち 並 ん で  い た と あ り ま す 。　 明 治 〜 大 正 時 代 に か け て 、  稲 の 植 え 付 け か ら 精 米 ま で 、  す  べ  て の 作 業が 人 力 で 行 わ れ て い ま し た 。  １ ９ ３ ３  （ 昭 和 ８ ）  年 に 初 め て 恩 納 産 業組 合 が 精 米 機 を 導 入 し 、  同 じ 頃 、  安 富 祖 区 で も 名 護 出 身 の 方 に よ る機 械 で の 精 米 が 始 ま り ま し た 。  戦 後 も 農 協 へ  の 出 荷

が 一

般 的 に な る

１ ９ ７ ５  （ 昭 和

5 0）  年 頃 ま で 続 き ま し た 。

　 １ ９ ３ ９  （ 昭 和

1 4）  年 の 沖 縄 日 報 で は 、  「 夏 植 甘 藷 を 初 め 甘 藷 、  水 稲

稲 付 に 至 る ま で 農 村 部 落 の 共 同 作 業 班 に よ  っ

て 一

斉 植 え  つ け を 督 励 、

既 に 相 當 の 成 績 を 挙 げ て  い る が 、  こ れ ら 町 村 部 落 団 体 中 で も 特 に 恩 納村 字 安 富 祖 の 共 同 作 業 組 合 は そ の 成 立 も 古 く 、  最 も 模 範 的 な も のと し て 各 方 面 か ら 賞 讃 を 浴 び て い る 」  と 報 じ ら れ て お り 、  稲 作 が 盛 んだ  っ  た こ と が う か が え ま す 。　 次 に 恩 納 村 内 の 稲 作 を 見 て  い き ま す 。【 名 嘉 真 】　 名 嘉 真 区 の 稲 作 は 、  御 天 田 川 下 流 域 で始 ま  っ  た の  で は な い か と い わ れ て  い ま す 。
 

　 １ ８ ５ ３  （ 嘉 永 ６ ）  年 、  ペ  リ ー が 琉 球 を訪 れ た 際 に 派 遣 し た 調 査 隊 の 記 録 に も 、米 を 保 存 す る 高 倉 の 記 述 が あ り ま す 。

 

　 １ ９ ４ ２  （ 昭 和

1 7）  年 の  『 沖 縄 日 報 』  で は

「  （ 略 ）  今 や 部 落 に は 共 同 製 糖 場 が 出 來 、

恩 納 村 の 稲 作
　 現 在 、  恩 納 村 内 で 稲 作 が 行 わ れ て い る の は 安 富 祖 区の み で す 。  近 年 、  安 富 祖 で は 栽 培 し た 米 を  「 あ ふ そ 米 」

と し て ブ ラ ン ド 化 し 、  広 め よ う と い う 動 き が あ り ま す 。  ２ ０ ２ ３ 年７ 月

1 1日 に は

、  一

度 は 閉 鎖 さ れ た 安 富 祖 の 精 米 所 が 新 し く 開 所 し ま

し た 。　 琉 球 国 時 代 か ら 戦 後 し ば ら く ま で は 、  恩 納 村 の 他 の 地 域 で も 稲 作が 行 わ れ て い ま し た 。

1 7世 紀 頃 に 編 さ ん さ れ

『 琉 球 国 高 究 帳 』  に は 、  中

間 村  （ 名 嘉 真 ）  ・  あ ふ そ 村  （ 安 富 祖 ）  ・  せ ら か ち 村  （ 瀬 良 垣 ）  ・  恩 納 村  （ 恩納 ）  ・  ふ  つ き 村  （ 冨 着 ）  ・  古 読 谷 山 村

（ 山 田 ）  ・  前 田 村  （ 真 栄 田 ）  ・  よ く た

村  （ 与 久 田 ）  の 石 高 に  つ  い て の 記 述 が あ り 、

恩 納 村 各 地 に 水 田 が あ  っ

た こ と が わ か り ま す 。  １ ８ ８ ９  （ 明 治

2 2）  年 に

金 銭 で の 支 払 い が 原 則 化

さ れ る ま で 、  米 は 主 に 税 と し て 王 府 に 納 め る も の  で し た 。　 安 富 祖 の 記 述 を 見 て み る と 、　

 あ ふ  そ 村
　  一 高 頭 　  百 九 拾 七 石 九 斗 四 升 四 合 三 才　  　  　  内 　  田 方 　  百 六 拾 四 石 五 斗 四 升 四 合 五 勺 九 才　  　  　  　  　  　  畠 方 　  三 拾 三 石 三 斗 九 升 九 合 四 勺 四 才と 書 か れ  て  い ま す

。  一

石 は 約 １ ５ ０ ㎏ と さ れ  て  い  る の  で 、  田 方 １ ６ ４ 石  ×

１ ５ ０ ㎏ で 安 富 祖 の 水 田 の 石 高 は 約

2 5ト  ン と  い う こ と に な り ま す 。

　 稲 の 品 種 は 県 か ら １ ８ ８ ５  （ 明 治

1 8）  年 に 羽 地 赤 穂  ・  名 護 赤 穂 が 、

１ ８ ８ ７  （ 明 治

2 0）  年 に は 羽 地 黒 穂 が 奨 励 さ れ て い ま し た 。  安 富 祖 区

を は じ め 恩 納 村 で 栽 培 さ れ て い た の も こ れ ら の 品 種 と 思 わ れ ま す 。

間 賃

は 金 銭 で は な く 、  精 米 す る 分 量 に 応 じ  て 玄 米 で 支 払  っ  て  い ま し た 。

　 １ ９ ５ ９  （ 昭 和

3 4）  年 、  今 帰 仁 村 に 北 部 製 糖 が 建 設 さ れ 、  さ ら  に キ  ュ  ー

バ 危 機 に よ り 砂 糖 の 国 際 価 格 が 上 昇 す る と 、稲 作 か ら さ と う き び

生 産 に 切 り 替 え て い く

農 家 が 増 え ま し た 。  そ の 後 、  当 時 の 羽 地 村稲 嶺 に 羽 地 新 製 糖 工 場 が 建 設 さ れ る と さ とう き び 作 と 稲 作 の 規 模 は

逆 転 し 、  真 栄 田 区 の

水 田 は さ と う き び 畑 に 変 わ  っ  て い き ま し た 。

（ 仲 村 ）
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